
・ ・

・ ・

◎　　歯　　科　　検　　診　　の　　記　　入　　は　　裏　　面　　に　　な　　り　　ま　　す　　◎

確認
印

㊞602：結膜炎 605：外斜視 608：眼瞼内反 703：眼振

99：その他
601：麦粒腫 604：霰粒腫 607：眼瞼下垂 681：眼瞼炎

確認
印

㊞

【眼科検診】
603：アレルギー性
　　　　結膜炎 606：内斜視 609：睫毛乱生

所見なし

301：耳垢栓塞 304：扁桃腺炎 308：鼻中隔湾曲 99：その他

302：慢性中耳炎 305:扁桃肥大
309：アレルギー性鼻炎
　　　　（花粉症含む）

確認
印

㊞

【耳鼻科検診】
303：滲出性中耳炎 307：副鼻腔炎 313：咽頭炎

所見なし

２：漏斗胸 5：扁平胸 8：側弯 11：鳩胸 99：その他

３：アトピー 6：湿疹 ９：喘息 12：アレルギー疾患

㊞

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*

検査ごとに分類された所見に対し、該当する場合は所見名の左にある□の中に下記１～４のいずれかの判定を数字でご記入くださ
い。

【判定区分番号】
１：放置可　　　　2：要注意（経過観察）　　　　３：要受診（要再検・精検）　　　　４：治療継続

【内科検診】
４：貧血傾向 7：心雑音 10：不整脈 679：甲状腺疾患

所見なし

色覚 無 有 ㊞ 貧血

左

1000Hz 無 有

4000Hz 無 有 確認
印

㊞

胸部

運動器 ㊞
4000Hz 無 有

補聴
器

心電図

左 確認
印

㊞

聴力

右

1000Hz 無 有 既知

状態
裸眼 矯正 眼鏡忘れ

右
体重

・　　 　 　　　　㎏

確認
印 ㊞

確認　□
計測

身長

　　　　　　　・　　   　　　　cm

確認
印 ㊞

視力

胸囲

　　　　　　　・　　   　　　　cm

確認
印

㊞

氏名 ライフ　サポ男 性別 男2 年 5 組 76 番

健　　　康　　　診　　　断　　　受　　　診　　　票　　　　　　　　
※コンピューター処理を行う為、絶対に折り曲げないでください。

学校名 ライフサポート高等学校
 受診日

健診 科 ﾌﾘｶﾞﾅ 　　ライフ　サポオ  受付№

☑ ☑ 

☑ ☑ 

☑ ☑ 

☑ ☑ 

☑ 

☑ 

☑ 

☑ 

8 8 8 8 
8 8 8 8 

☑ 

☑ ☑ ７ 8 8 9 
6 5 8 3 
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☑ 

☑ 
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8 

8 
8 

8 
8 
8 

8 
8 
8 

8 
8 
8 

8 
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8 
8 

8 
8 
8 
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8 
8 

8 
8 
8 

8 
8 

8 
8 
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8 
8 

8 
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8 

8 
8 
8 

8 ５ 0 8 

記入する際の注意点 

①黒のボールペンで数値記入をす

る 

②後日機械で数値を読み取るので

殴り書きにならないようにする 
 

機械で読み取れない数値の書き方 

 

 

 

 

機械で読み取れる数値の書き方 

 

 

 

③数値記入を間違えた場合は修正テー

プは使わず、二重線を引いて余白に数

値を記入する  

1 2 4 9

2 9

計測する際の注意点 
 

学校によって身長計測の際の靴下の着脱や体重計測の際に

風袋(服の重さ)として-０．２ｋｇ、-０．５ｋｇ、-１．０ｋｇ差し引くなど

計測方法に違いがあるので、実施前に必ず責任者に確認をす

ること 

学校 計測記入見本 



身長測定 手順と注意点 
 

１、身長計の表示ディスプレイ横にある電源ボタンを押し、

９０．０ｃｍと表示されるのを確認する 

Errと表示された場合は伸縮バーが下まで降りていない

可能性があるので、下までバーを降ろして再度電源ボタ

ンを押す 

２、計測する際に 

①かかとを身長計台座の後ろにしっかりつける 
 （背伸びしていないか注意） 

②背筋を伸ばす 
③あごを軽く引く    の３点を必ず生徒に伝える 
３、測定バーが頭に軽く当たったところで計測する 
※測定バーを降ろしすぎると、生徒の姿勢が曲がり、本
来の身長より低く表示されるので注意 
４、表示ディスプレイに表示された値を受診票に記入し、
横の確認印にハンコかサインをする 
 
※電池切れの場合は電池交換の為、必ず責任者に報

測定バー 

体重測定 手順と注意点 
 

※事前に風袋(服の重さ)として差し引く重さを確認すること 
 

１、表示ディスプレイの電源ボタンを押し、０．０ｋｇの表示を確認する 

２、生徒に足型の上に乗ってもらう 

※足型の上に乗ってから体が動くと数値が安定しないので、体重計に

乗ったら動かないよう伝える、また服の分として-１．０ｋｇ引いているこ

とも伝える 

３、表示ディスプレイに表示された値から服の重さを差し引いて、受診

票に記入し、横の確認印にハンコかサインをする 
 


